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　2010 年 6 月 15 日、「平成 22 年版科学技術白書（平成 21 年度科学技術の振興に関する
年次報告）」が閣議決定され、国会に報告された。科学技術白書は、科学技術基本法に基
づく法定白書で、例年、2 部構成をとっている。第 1 部は毎年、焦点をあてるテーマを
設定して作成され、第 2 部は前年度に各府省が講じた科学技術に関する施策を取りまと
めている。
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1   はじめに
科学技術動向研究
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出典：文部科学省ホームページ2）
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模は、2005 年に約 1.0 兆ユーロ（約
150兆円）であったのが、2020年に
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出典：文部科学省「学校基本調査」を基に作成



































































図表 7　大学教員の総職務時間と活動内容の変化（平成 13 年度→平成 19 年度）
出典：文部科学省「大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」



































































































































































































































インド：（研究費）UNESCO Institute for Statistics S&T database および（購買
力平価）The World Bank“World Development Indicators CD―ROM― 2009”、そ
の他の国：OECD“Main Science and Technology Indicators Vol. 2009/2”、OECD
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出典：OECD“Main Science and Technology Indicators Vol. 2009/2”
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